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(57)【要約】
【課題】液晶装置のデューティー駆動を低コストで実施
する。
【解決手段】液晶駆動装置において、圧縮部は、複数の
画素を有する液晶パネルに出力する画像のディジタル画
像情報を圧縮する。遅延バッファー部は、圧縮部が圧縮
したディジタル画像情報が書き込まれ、書き込まれたデ
ィジタル画像情報を保持して、ディジタル画像情報が書
き込まれたタイミングから所定の時間遅れたタイミング
に、保持していたディジタル画像情報を出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を有する液晶パネルに出力する画像のディジタル画像情報を圧縮する圧縮部
と、
　前記圧縮部が圧縮したディジタル画像情報が書き込まれ、前記書き込まれたディジタル
画像情報を保持して、前記ディジタル画像情報が書き込まれたタイミングから所定の時間
遅れたタイミングに、前記保持していたディジタル画像情報を出力する遅延バッファー部
と、
　を備えることを特徴とする液晶駆動装置。
【請求項２】
　前記圧縮部による前記ディジタル画像情報の圧縮を制御する制御部
　を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶駆動装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記液晶パネルの画素電極を交流駆動する駆動信号の１周期のうちで、所定の電位を基
準として高電位である正極性の電圧を印加する期間と、低電位である負極性の電圧を印加
する期間との比率を制御する
　ことを特徴とする請求項２に記載の液晶駆動装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記圧縮部が前記ディジタル画像情報を圧縮する圧縮率を制御する
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の液晶駆動装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記液晶パネルの画素電極を交流駆動する駆動信号の直流成分が少なくなるように、前
記圧縮率を制御する
　ことを特徴とする請求項４に記載の液晶駆動装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記遅延バッファー部に書き込む情報量と前記遅延バッファー部の容量とに応じて、前
記圧縮率を制御する
　ことを特徴とする請求項４又は５に記載の液晶駆動装置。
【請求項７】
　前記圧縮部は、
　前記ディジタル画像情報を圧縮して出力するか、前記ディジタル画像情報を圧縮せずに
出力するかを択一的に選択可能であり、
　前記制御部は、
　前記圧縮部から出力する情報の選択を制御する
　ことを特徴とする請求項２から６の何れか１項に記載の液晶駆動装置。
【請求項８】
　前記制御部は、
　前記圧縮部が前記ディジタル画像情報を圧縮することによる前記出力する画像の品質の
低下が少なくなるように、前記圧縮部による前記ディジタル画像情報の圧縮を制御する
　ことを特徴とする請求項２から７の何れか１項に記載の液晶駆動装置。
【請求項９】
　前記遅延バッファー部は、
　複数の液晶パネルに対応させてそれぞれ設けられている
　ことを特徴とする請求項１から８の何れか１項に記載の液晶駆動装置。
【請求項１０】
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　前記圧縮部が圧縮し、前記遅延バッファー部に書き込まれたディジタル画像情報を解凍
する解凍部
　を備え、
　前記制御部は、
　前記圧縮部による前記ディジタル画像情報の圧縮に応じて、前記解凍部による解凍を制
御する
　ことを特徴とする請求項２から７の何れか１項に記載の液晶駆動装置。
【請求項１１】
　複数の画素を有する液晶パネルと、
　前記液晶パネルに出力する画像のディジタル画像情報を圧縮する圧縮部と、
　前記圧縮部が圧縮したディジタル画像情報が書き込まれ、前記書き込まれたディジタル
画像情報を保持して、前記ディジタル画像情報が書き込まれたタイミングから所定の時間
遅れたタイミングに、前記保持していたディジタル画像情報を出力する遅延バッファー部
と、
　を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１２】
　液晶パネルに出力する画像のディジタル画像情報を圧縮部が圧縮するステップと、
　前記圧縮部が圧縮したディジタル画像情報が書き込まれ、前記書き込まれたディジタル
画像情報を保持して、前記ディジタル画像情報が書き込まれたタイミングから所定の時間
遅れたタイミングに、前記保持していたディジタル画像情報を出力するステップと、
　を備えることを特徴とする液晶駆動方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶駆動装置、画像表示装置および液晶駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶駆動装置が液晶パネル（画像表示装置）を交流駆動する際、焼き付きやフリッカー
が生じないように、画素電極に印加する電圧のデューティー比、すなわち正極性駆動時間
と負極性駆動時間の比を調整して駆動するデューティー駆動の技術が提案されている（例
えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１６３８９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、焼き付きやフリッカーが生じないように正極性駆動時間と負極性駆動時
間の比を調整してデューティー駆動を実施する場合には、デューティー比に応じて定まる
正極性駆動時間と負極性駆動時間の差を吸収するために映像データを遅延させるためのバ
ッファーが必要とされる。このようなデューティー駆動においてデューティー比の調整幅
を大きくする場合には、大きな容量のバッファーを設ける必要があることからコストアッ
プの要因となる。
　本発明は、上述した従来技術の難点を解消するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、本発明の一態様は、複数の
画素を有する液晶パネルに出力する画像のディジタル画像情報を圧縮する圧縮部と、前記
圧縮部が圧縮したディジタル画像情報が書き込まれ、前記書き込まれたディジタル画像情
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報を保持して、前記ディジタル画像情報が書き込まれたタイミングから所定の時間遅れた
タイミングに、前記保持していたディジタル画像情報を出力する遅延バッファー部と、を
備えることを特徴とする液晶駆動装置である。
【０００６】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記圧縮部による前記ディジ
タル画像情報の圧縮を制御する制御部を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記制御部は、前記液晶パネ
ルの画素電極を交流駆動する駆動信号の１周期のうちで、所定の電位を基準として高電位
である正極性の電圧を印加する期間と、低電位である負極性の電圧を印加する期間との比
率を制御することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記制御部は、前記圧縮部が
前記ディジタル画像情報を圧縮する圧縮率を制御することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記制御部は、前記液晶パネ
ルの画素電極を交流駆動する駆動信号の直流成分が少なくなるように、前記圧縮率を制御
することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記制御部は、前記遅延バッ
ファー部に書き込む情報量と前記遅延バッファー部の容量とに応じて、前記圧縮率を制御
することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記圧縮部は、前記ディジタ
ル画像情報を圧縮して出力するか、前記ディジタル画像情報を圧縮せずに出力するかを択
一的に選択可能であり、前記制御部は、前記圧縮部から出力する情報の選択を制御するこ
とを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記制御部は、前記圧縮部が
前記ディジタル画像情報を圧縮することによる前記出力する画像の品質の低下が少なくな
るように、前記圧縮部による前記画像情報の圧縮を制御することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記遅延バッファー部は、複
数の液晶パネルに対応させてそれぞれ設けられていることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の一態様は、上記の液晶駆動装置において、前記圧縮部が圧縮し、前記遅
延バッファー部に書き込まれたディジタル画像情報を解凍する解凍部を備え、前記制御部
は、前記圧縮部による前記ディジタル画像情報の圧縮に応じて、前記解凍部による解凍を
制御することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の一態様は、複数の画素を有する液晶パネルと、前記液晶パネルに出力す
る画像のディジタル画像情報を圧縮する圧縮部と、前記圧縮部が圧縮したディジタル画像
情報が書き込まれ、前記書き込まれたディジタル画像情報を保持して、前記ディジタル画
像情報が書き込まれたタイミングから所定の時間遅れたタイミングに、前記保持していた
ディジタル画像情報を出力する遅延バッファー部と、を備えることを特徴とする画像表示
装置である。
【００１６】
　また、本発明の一態様は、液晶パネルに出力する画像のディジタル画像情報を圧縮部が
圧縮するステップと、前記圧縮部が圧縮したディジタル画像情報が書き込まれ、前記書き
込まれたディジタル画像情報を保持して、前記ディジタル画像情報が書き込まれたタイミ
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ングから所定の時間遅れたタイミングに、前記保持していたディジタル画像情報を出力す
るステップと、を備えることを特徴とする液晶駆動方法である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１実施形態に係る液晶表示装置を示す概略ブロック図である。
【図２】本実施形態における液晶パネルの概略構成図である。
【図３】比較例としての液晶表示装置の概略ブロック図である。
【図４】制御装置５０（液晶表示装置１）の制御の手順を示すフロー図である。
【図５】遅延バッファー部５６４を備える液晶駆動回路の動作を示す説明図である。
【図６】第２実施形態に係る液晶表示装置を示す模式図である。
【図７】本実施形態の制御装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図８】複数の遅延バッファー部５６４を備える液晶駆動回路の動作を示す説明図である
。
【図９】第３実施形態における圧縮部の構成を示すブロック図である。
【図１０】本実施形態における解凍部の構成を示すブロック図である。
【図１１】遅延バッファー部における各色への記憶容量の配分方法を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
［第１実施形態］
　以下、本発明の第１実施形態について、図面に基づいて詳細に説明する。
　〔液晶表示装置の構成〕
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１（画像表示装置）の概略ブロック図である。
【００１９】
　液晶表示装置１は、画像形成装置４および制御装置５０（液晶駆動装置）を備える。制
御装置５０は、外部から供給される映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮと同期信号Ｖｓｙｎｃとに
基づいて画像形成装置４を駆動する信号を生成する。
【００２０】
　制御装置５０は、制御部５２、映像処理部５４および液晶駆動部５６を備える。
　制御部５２は、同期信号Ｖｓｙｎｃに基づいて各種制御信号（制御信号Ｃｔｒｌ－ｘ、
Ｃｔｒｌ－ｙを含む）を生成して、液晶駆動部５６と画像形成装置４の液晶パネル４４２
とを制御する。
　映像処理部５４は、映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮに対して信号処理を施した画像信号Ｖｉ
を、映像処理部５４が備えるフレームメモリー５４Ｍに格納する。映像処理部５４は、ま
た、画像信号Ｖｉを液晶駆動部５６に供給する。
【００２１】
　液晶駆動部５６は、映像処理部５４から供給された画像信号Ｖｉから、画像形成装置４
の液晶パネル４４２に画像を表示させる駆動信号Ｖｄを生成し、生成した駆動信号Ｖｄを
、画像信号Ｖｉから所定の時間遅延させて液晶パネル４４２に供給する。
　液晶駆動部５６は、圧縮部５６２、遅延バッファー部５６４、解凍部５６６および変換
部５６８を備える。
　圧縮部５６２は、画像信号Ｖｉについて情報圧縮をする。例えば、圧縮部５６２は、制
御部５２による制御に応じてこの圧縮の程度を調整するようにしてもよい。遅延バッファ
ー部５６４には、圧縮したディジタル画像情報が書き込まれ、そして遅延バッファー部５
６４は、書き込まれたディジタル画像情報を所定の時間遅れたタイミングで出力する。解
凍部５６６は、入力されたディジタル画像情報を解凍する。変換部５６８は、解凍部５６
６からの入力に基づいて駆動信号Ｖｄを生成し、生成した駆動信号Ｖｄを画像形成装置４
の液晶パネル４４２に供給する。駆動信号Ｖｄは、制御部５２から供給される制御信号（
タイミング情報）に基づいて液晶パネル４４２に出力される。
【００２２】
　液晶パネル４４２の画素電極は、駆動信号Ｖｄにより交流駆動されている。そこで、変
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換部５６８が液晶パネル４４２に供給する駆動信号Ｖｄは、所定の電位を基準として高電
位である正極性または低電位である負極性のいずれか一方の極性の電圧に、所定の切り替
えタイミングにおいて切り替えられる。このように、周期的に反転する電圧を駆動信号Ｖ
ｄとして液晶パネル４４２に供給することにより、液晶パネル４４２の画素電極は交流駆
動される。
【００２３】
　（液晶パネルの構成）
　図２は、液晶パネル４４２の概略構成図である。
　液晶パネル４４２は、表示領域１００の周辺に走査線駆動回路１３０およびデータ線駆
動回路１４０を内蔵した周辺回路内蔵型となっている。表示領域１００において、Ｎ行（
例えば、１０８０行）の走査線１１２（走査線１１２－１から走査線１１２－Ｎ）が行（
Ｘ）方向に延在するように設けられる。また、表示領域１００において、Ｍ列（例えば、
１９２０列）のデータ線１１４（データ線１１４－１からデータ線１１４－Ｍ）が列（Ｙ
）方向に延在するように、かつ、各走査線１１２と互いに電気的に絶縁を保つように設け
られる。さらに、表示領域１００において、１０８０行の走査線１１２と１９２０列のデ
ータ線１１４との交差に対応して、画素１１０がそれぞれ配列されている。したがって、
本実施形態では、表示領域１００において画素１１０が縦１０８０行×横１９２０列でマ
トリクス状に配列されることになる。しかし、本発明の実施形態はこの配列に限定されな
い。
　なお、走査線駆動回路１３０は、制御装置５０（図１）から供給される制御信号Ｃｔｒ
ｌ－ｙ（タイミング信号）に応じて、走査線１１２を順次走査する。データ線駆動回路１
４０は、制御装置５０から供給される制御信号Ｃｔｒｌ－ｘに応じて、駆動信号Ｖｄを所
定のデータ線１１４にそれぞれ対応させて保持するとともに、保持した電圧に応じてデー
タ線１１４を駆動する。このようにデータ線１１４を駆動する電圧が、走査線１１２によ
って走査されたタイミングに選択された画素１１０に供給される。
【００２４】
　〔制御装置５０の動作〕
　以下、制御装置５０における動作について説明する。
　制御装置５０は、１フレーム周期内での画素電極電圧の正極性側のパルス幅（正極性駆
動時間）と、負極性側のパルス幅（負極性駆動時間）との比率（デューティー比）を、遅
延バッファー部５６４による遅延によって調整することにより、フリッカーの発生を抑制
する。遅延バッファー部５６４は、例えば、ディジタル画像情報をライン（行）単位で保
持するラインバッファーであり、遅延量を調整することができる。
【００２５】
　制御部５２は、液晶パネル４４２を交流駆動するために駆動信号Ｖｄを制御するタイミ
ングを同期信号Ｖｓｙｎｃに基づいて定め、定めたタイミングに基づいたタイミング情報
を液晶駆動部５６および液晶パネル４４２に供給して、液晶パネル４４２の交流駆動を制
御する。
【００２６】
　制御部５２は、例えば、そのフラッシュメモリー５２Ｍに、制御装置５０による制御に
必要な各種プログラムおよびデータを記憶させる。このフラッシュメモリー５２Ｍに記憶
されるデータには、例えば、液晶パネル４４２に適した遅延量（又は遅延量に応じたデュ
ーティー比）を指定するデータが含まれる。液晶パネル４４２は、フリッカーが生じない
ように駆動できる遅延量が個々の液晶パネル毎に異なり、個々に適した遅延量の設定を必
要とする。例えば、液晶パネル４４２に適した遅延量は、製造工程などで、フリッカーが
生じないデューティー比（遅延量）が測定され、測定された結果に応じた値がフラッシュ
メモリー５２Ｍに記憶される。なお、測定されたデューティー比に基づいて、遅延バッフ
ァー部５６４における遅延量が定められるが、液晶パネル４４２に供給する映像信号の遅
延量は、水平走査時間を単位時間として走査線数を基準にした値に設定する。制御部５２
は、フラッシュメモリー５２Ｍに記憶された液晶パネル４４２に適したデューティー比（
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遅延量）を基準にしてデューティー駆動を実施する。
【００２７】
　次に、遅延バッファー部５６４が備える記憶容量と見込まれる最大遅延量の関係につい
て説明する。
　図３は、本実施形態の液晶表示装置１（図１）の比較例である液晶表示装置１Ａのブロ
ック図である。図１の構成部材と同じ構成部材には、同じ符号を附す。この図３に示すよ
うに液晶駆動部５６Ａは、圧縮部５６２（図１）と解凍部５６６（図１）とを備えない点
が、液晶表示装置１の液晶駆動部５６（図１）と相違する。
　比較例である液晶表示装置１Ａは圧縮部５６２（図１）と解凍部５６６（図１）とを備
えていないので、遅延バッファー部５６４が備えるべき記憶容量は、見込まれる最大遅延
量に応じたものであることが必要になる。最大遅延量を見込んで記憶容量を多めに設定し
た場合には、実際に使用する記憶容量より使用しない記憶容量が多くなる場合が生じうる
。最大遅延量を多めに見込み、遅延バッファー部５６４の記憶容量を単に増大させた場合
に、遅延バッファー部５６４を構成する実装上の面積が増大することから、実装上の制限
を受けることになる。
　このように、実装上の制限や経済性などを勘案すると、容易に遅延バッファー部５６４
の記憶容量を大きくすることができない。そのため、遅延バッファー部５６４の記憶容量
に制限されて、デューティー比の調整範囲が制限される問題がある。
【００２８】
　本実施形態の液晶表示装置１においては、遅延バッファー部５６４に書き込む信号をデ
ィジタル処理により圧縮して、遅延バッファー部５６４に書き込む信号の情報量を低減す
る。これにより、限られた記憶容量を効率よく利用することが可能になり、遅延量を増大
できるという効果を奏する。また、本実施形態の液晶表示装置１は、液晶パネル４４２の
デューティー駆動（例えば、特許文献１参照）におけるデューティー比の調整範囲を広く
することができる。これにより、液晶表示装置１は、比較例の液晶表示装置１Ａが困難と
する条件であっても最適な制御を行うことが可能になる。
【００２９】
　〔制御装置（液晶表示装置）の制御手順〕
　次に、図４を参照し、制御装置５０（液晶表示装置１）の制御の手順について説明する
。
　図４は、制御装置５０（液晶表示装置１）の制御の手順を示すフロー図である。
　まず、制御装置５０（液晶表示装置１）は、最適な補償量が定められ、定められた補償
量に応じたデューティー比の値を設定する調整処理（ステップＳ１００）を実施する。な
お、以下の説明において、上記の「遅延量」に代えて「補償量」ということがある。ここ
でいう「補償量」とは、遅延バッファー部５６４が備える記憶容量を用いて設定できる最
大遅延量までの範囲のうちから、液晶パネル４４２の個体差を補って、同質の表示特性を
得るために定められた特定の遅延量を示す。要するに「最適な補償量」とは、「補償量」
のうち、同質の表示特性を得るための最適値を示す。
【００３０】
　次に、調整処理において定められた補償量に基づいて駆動信号Ｖｄを補正して、画像を
表示させるように制御する処理（ステップＳ２００）を行う。
　上記のステップＳ２００における処理は、以下に示す手順に従って、それぞれ入力され
る映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮに対して繰り返し実施される。
（表示手順１）まず、映像処理部５４は、前述の映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮに対する信号
処理を施して、当該画像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮに応じて生成したディジタル画像情報を、
映像処理部５４が備えるフレームメモリー５４Ｍに格納する（ステップＳ２１０）。
（表示手順２）次に、圧縮部５６２は、映像処理部５４が生成したディジタル画像情報の
供給を受け、情報圧縮を行う（ステップＳ２２０）。
（表示手順３）次に、遅延バッファー部５６４には、圧縮したディジタル画像情報が書き
込まれ（ステップＳ２３２）、書き込まれたディジタル画像情報を保持する（ステップＳ
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２３４）。遅延バッファー部５６４は、ディジタル画像情報が書き込まれたタイミングか
ら所定の時間遅れたタイミングに、保持していたディジタル画像情報を出力する（ステッ
プＳ２３６）。
（表示手順４）次に、解凍部５６６は、遅延バッファー部５６４から出力されたディジタ
ル画像情報を解凍して出力する（ステップＳ２３８）。
（表示手順５）次に、変換部５６８は、解凍部５６６から出力されるディジタル画像情報
に基づいて駆動信号Ｖｄを生成し、生成した駆動信号Ｖｄを出力して（ステップＳ２４０
）、液晶パネル４４２に供給する。
　なお、上記の所定の時間は、ステップＳ１００において定められた最適な補償量に応じ
た時間にすることが望ましい。
【００３１】
 図５は、遅延バッファー部５６４を備える液晶駆動部５６の動作を示す説明図である。
この図５には、１フレームの期間の画像信号Ｖｉおよび画像信号Ｖｏの一例が示されてい
る。この１フレームの期間には、液晶パネル４４２をデューティー駆動する場合の駆動状
態が異なる２つのフィールド（第１フィールドと第２フィールド）が含まれる。例えば、
２つのフィールドのうちの第１フィールドにおいて正極性駆動を行い、第２フィールドに
おいて負極性駆動を行うこととして定めた場合、第１フィールドの期間と第２フィールド
の期間との比が、液晶パネル４４２の画素電極に印加する電圧のデューティー比になる。
 この図５において示される画像信号Ｖｉおよび画像信号Ｖｏの各信号を示している。こ
の図５の上段には液晶駆動部５６に供給される画像信号Ｖｉが示されており、下段側には
液晶パネル４４２に表示させる画像信号Ｖｏが示されている。画像信号Ｖｉおよび画像信
号Ｖｏの各信号における「Ｌ１」から「Ｌ１０８０」は、各信号におけるアクティブライ
ンとして定められた信号のタイミングを示し、即ち、走査線１１２－１から走査線１１２
－１０８０に応じた映像信号のタイミングを示す。
 例えば、第１フィールドと第２フィールドとにおいて液晶パネル４４２は、液晶パネル
４４２における１フレーム周期の間に２回、上記アクティブラインの走査が行われる。上
記フレーム周期は、液晶パネル４４２に表示される画像の更新周期になる。上記アクティ
ブラインの走査は、フレーム周期の半分の周期で繰り返される垂直同期信号を基準にして
行われる。
 第１フィールドと第２フィールドとにおいて液晶パネル４４２に表示させるディジタル
情報は、垂直同期信号に同期してフレームメモリー５４Ｍからアクティブラインごとに読
み出されて画像信号Ｖｉとして供給される。
【００３２】
　上段側の画像信号Ｖｉにおいて、画像信号Ｖｉの明るさ（輝度）の成分を、画像信号Ｖ
ｄｉとして示している。また、画像信号Ｖｄｉに沿えて示す信号Ｖｓｉは、画像信号Ｖｄ
ｉに対する垂直同期信号をそれぞれ示す。なお、信号Ｖｓｉは、対応するＶｄｉを遅延バ
ッファー部５６４に書き込むタイミングを定める基準信号でもある。信号Ｖｓｉを基準に
して、遅延バッファー部５６４に書き込むタイミングを示す信号（書込みタイミング信号
）が制御部５２によって生成され、生成された書込みタイミング信号が制御部５２から液
晶駆動部５６に供給される。
【００３３】
　図５の下段の画像信号Ｖｏにおいて、画像信号Ｖｏの明るさ（輝度）を、信号Ｖｄｏと
して示している。また、画像信号Ｖｄｏに沿えて示す信号Ｖｓｏは、画像信号Ｖｄｏに対
する垂直同期信号をそれぞれ示す。なお、信号Ｖｓｏは、対応する画像信号Ｖｄｏを遅延
バッファー部５６４から読み出すタイミングを定める基準信号でもある。信号Ｖｓｏを基
準にして、遅延バッファー部５６４から読み出すタイミングを示す信号（読出しタイミン
グ信号）が制御部５２によって生成され、生成された読出しタイミング信号が制御部５２
から液晶駆動部５６に供給される。この図５に示されるように、第１フィールドと第２フ
ィールドとにおいて、走査線１１２－１から走査線１１２－１０８０までがそれぞれ走査
される。



(9) JP 2014-163966 A 2014.9.8

10

20

30

40

50

【００３４】
　この図５では、画像信号Ｖｏにおける第１フィールドの期間を比較的長くして、第２フ
ィールドの期間を比較的短くした場合を示しているが、第１フィールドの期間と第２フィ
ールドの期間とのバランスは、デューティー比によって定められる。
　以上のように、遅延バッファー部５６４は、液晶パネル４４２ごとに適切な遅延量を設
定することができる。なお、遅延量の設定は、走査線１１２に応じた時間幅を単位として
設定され、遅延幅に応じた走査線１１２の数に応じて定めてもよい。
【００３５】
　このように、液晶表示装置１は、大きな容量のバッファーを設けることなく、駆動信号
のデューティー比を調整する範囲が広くなり、必要な遅延量を確保することができる。よ
って、本実施形態によれば、デューティー駆動を低コストで実施することが可能になる。
　なお、遅延バッファー部５６４は、画像信号Ｖｄｉと信号Ｖｓｉとを関連付けて保持す
るものとしてもよい。その場合、書き込まれた画像信号Ｖｄｉと信号Ｖｓｉとを遅延させ
て、画像信号Ｖｄｏと信号Ｖｓｏとを所定のタイミングに読み出すようにしてもよい。
【００３６】
［第２実施形態］
　次に、図６を参照して、本実施形態における液晶表示装置１Ｂについて説明する。
　液晶表示装置１Ｂは、プロジェクターであって、接続された外部機器等から入力される
画像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮに応じた画像信号Ｖｉを前述の被投射面上に表示する。
　〔液晶表示装置１Ｂ（プロジェクター）の構成〕
　図６は、本実施形態に係る液晶表示装置１Ｂ（プロジェクター）の構成を示す模式図で
ある。本実施形態に係る液晶表示装置１Ｂは、内部に設けられた光源装置４１１から出射
される光束を変調して画像信号Ｖｉに応じた画像光を形成し、当該画像光をスクリーン等
の被投射面（図示省略）上に拡大投射するものである。この液晶表示装置１Ｂは、図６に
示すように、全体略直方体形状を有する外装筐体２と、画像形成装置４Ｂと、制御装置５
０Ｂとを備える。外装筐体２の内部には、画像形成装置４Ｂと制御装置５０Ｂが設けられ
ている。これらの他に、液晶表示装置１Ｂは、図示を省略するが、当該液晶表示装置１Ｂ
内部を冷却する冷却装置や、液晶表示装置１Ｂ内部の各構成部材に電力を供給する電源装
置等を備える。
【００３７】
　（画像形成装置の構成）
　画像形成装置４Ｂは、制御装置５０Ｂの制御の下、画像光を形成および投射する。この
画像形成装置４Ｂは、外装筐体２の背面に沿って延出するとともに、外装筐体２の側面に
沿って延出する平面視略Ｌ字形状を有している。このような画像形成装置４Ｂは、均一照
明装置４１、色分離装置４２、リレー装置４３および電気光学装置４４と、投射光学装置
４５とを備える。
【００３８】
　均一照明装置４１は、後述する液晶パネル４４２の画像形成領域をほぼ均一に照明する
。この均一照明装置４１は、光源装置４１１、一対のレンズアレイ４１２，４１３、偏光
変換素子４１４および重畳レンズ４１５を備える。
　このうち、光源装置４１１は、光を射出する光源４１６、当該光源４１６から射出され
た光を反射して、所定位置に収束させる反射鏡４１７、および、当該反射鏡４１７にて反
射され収束される光束を照明光軸Ａに対して平行化する平行化レンズ４１８を備える。こ
のような光源４１６としては、超高圧水銀ランプ等の光源ランプを採用できるほか、ＬＥ
Ｄ（Light Emitting Diode）等の固体光源を採用することも可能である。
【００３９】
　色分離装置４２は、ダイクロイックミラー４２１，４２２および反射ミラー４２３を備
え、リレー装置４３は、入射側レンズ４３１、リレーレンズ４３３および反射ミラー４３
２，４３４を備える。
　電気光学装置４４は、３つのフィールドレンズ４４１と、３つの光変調装置としての液
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晶パネル４４２と、それぞれ３つの入射側偏光板４４３、視野角補償板４４４および出射
側偏光板４４５と、色合成装置としての１つのクロスダイクロイックプリズム４４６とを
備える。液晶パネル４４２は、赤色光用、緑色光用および青色光用の液晶パネルを、それ
ぞれ４４２Ｒ，４４２Ｇ，４４２Ｂとする。
　投射光学装置４５は、クロスダイクロイックプリズム４４６にて合成された画像光を拡
大投射して、被投射面上に結像させる。この投射光学装置４５は、筒状の鏡筒内に複数の
レンズが収納された組レンズとして構成されている。
【００４０】
　このような画像形成装置４Ｂでは、均一照明装置４１により出射され、照明領域内の面
内照度が均一化された光束は、色分離装置４２にてＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の３つ
の色光に分離される。これら分離された各色光は、対応する液晶パネル４４２にて画像信
号Ｖｉに応じてそれぞれ変調され、色光毎の画像光が形成される。そして、当該各画像光
は、クロスダイクロイックプリズム４４６にて合成され、投射光学装置４５により投射さ
れる。要するに液晶パネル４４２は、透過させる光の透過量を調整して画像を表示する。
【００４１】
　（制御装置５０Ｂの構成）
　図７は、本実施形態の制御装置５０Ｂの構成を示す概略ブロック図である。図７には、
液晶表示装置１Ｂとして、画像形成装置４Ｂと制御装置５０Ｂとが示されている。本実施
形態における制御装置５０Ｂは、３つの色光のそれぞれに応じた映像信号を独立に処理す
る点が、前述の図１に示す液晶表示装置１における制御装置５０と相違する。以下、制御
装置５０Ｂについて、前述の制御装置５０との相違点を中心に説明する。
【００４２】
　制御装置５０Ｂは、制御部５２Ｂ、映像処理部５４Ｂおよび液晶駆動部５６Ｂを備える
。
　映像処理部５４Ｂは、映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮに基づいて、３つの色光のそれぞれに
応じた画像信号Ｖｉ（Ｖｉ（Ｒ），Ｖｉ（Ｇ），Ｖｉ（Ｂ））を出力する。
【００４３】
　液晶駆動部５６Ｂは、３つの色光のそれぞれに応じた圧縮部５６２、遅延バッファー部
５６４、解凍部５６６および変換部５６８を備える。具体的には、「赤」の系統には、圧
縮部５６２Ｒ、遅延バッファー部５６４Ｒ、解凍部５６６Ｒおよび変換部５６８Ｒが設け
られている。「緑」の系統には、圧縮部５６２Ｇ、遅延バッファー部５６４Ｇ、解凍部５
６６Ｇおよび変換部５６８Ｇが設けられている。同様に「青」の系統には、圧縮部５６２
Ｂ、遅延バッファー部５６４Ｂ、解凍部５６６Ｂおよび変換部５６８Ｂが設けられている
。上記のように、液晶駆動部５６Ｂには、各色光の系統ごとに独立した圧縮部５６２、遅
延バッファー部５６４、解凍部５６６および変換部５６８がそれぞれ設けられている。
【００４４】
　液晶駆動部５６Ｂは、映像処理部５４Ｂから３つの色光のそれぞれに応じた画像信号Ｖ
ｉ（Ｖｉ（Ｒ），Ｖｉ（Ｇ），Ｖｉ（Ｂ））の供給を受け、各色光に独立した系統ごとに
処理を行い、３つの色光のそれぞれに応じた駆動信号Ｖｄ（Ｖｄ（Ｒ），Ｖｄ（Ｇ），Ｖ
ｄ（Ｂ））を出力する。液晶駆動部５６Ｂは、３つの色光に対応して設けられている各液
晶パネル４４２に、駆動信号Ｖｄをそれぞれ供給する。具体的に例示すれば、「赤」の系
統の液晶パネル４４２Ｒには、変換部５６８Ｒから駆動信号Ｖｄ（Ｒ）が供給される。ま
た、「緑」の系統の液晶パネル４４２Ｇには、変換部５６８Ｇから駆動信号Ｖｄ（Ｇ）が
供給される。また、「青」の系統の液晶パネル４４２Ｂには、変換部５６８Ｂから駆動信
号Ｖｄ（Ｂ）が供給される。
　要するに、液晶駆動部５６Ｂの遅延バッファー部５６４は、複数の液晶パネル４４２に
対応させてそれぞれ設けられており、各液晶パネル４４２に表示する画像を遅延させて出
力することができる。換言すれば、複数の液晶パネル４４２は、各色光に応じて設けられ
ており、それぞれ透過する光の波長帯が互いに異なる。このような複数の液晶パネル４４
２に対応して設けられた遅延バッファー部５６４は、異なる波長帯に対応させて設けられ
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ていることになる。
【００４５】
　〔制御装置５０Ｂの動作〕
 図８は、複数の遅延バッファー部５６４を備える液晶駆動部５６Ｂの動作を示す説明図
である。この図８には、１フレームの期間の画像信号Ｖｉおよび画像信号Ｖｏが示されて
いる。この１フレームの期間には、液晶パネル４４２をデューティー駆動する場合の駆動
状態が異なる２つのフィールド（第１フィールドと第２フィールド）が含まれる。例えば
、２つのフィールドのうちの第１フィールドにおいて正極性駆動を行い、第２フィールド
において負極性駆動を行うこととして定めた場合、第１フィールドの期間と第２フィール
ドの期間との比が、液晶パネル４４２の画素電極に印加する電圧のデューティー比になる
。
 この図８において示される画像信号Ｖｉおよび画像信号Ｖｏの各信号を、各色光に分け
て示している。この図８の上段には液晶駆動部５６Ｂに供給される画像信号Ｖｉが各色光
（Ｒ，Ｇ，Ｂ）に分けて示されており、下段側には液晶パネル４４２に表示させる画像信
号Ｖｏが、各色光（Ｒ，Ｇ，Ｂ）に分けて示されている。画像信号Ｖｉおよび画像信号Ｖ
ｏの各信号における「Ｌ１」から「Ｌ１０８０」は、各信号におけるアクティブラインと
して定められた信号のタイミングを示し、即ち、走査線１１２－１から走査線１１２－１
０８０に応じた映像信号のタイミングを示す。
 例えば、第１フィールドと第２フィールドとにおいて液晶パネル４４２は、フレーム周
期に同期して、フレーム周期の半分の周期で繰り返される垂直同期信号を基準にして、１
フレーム周期の間に２回、上記アクティブラインの走査が行われる。
 第１フィールドと第２フィールドとにおいて液晶パネル４４２に表示させるディジタル
情報は、垂直同期信号に同期してフレームメモリー５４Ｍからアクティブラインごとに読
み出されて画像信号Ｖｉとして出力される。
【００４６】
　上段側の画像信号Ｖｉにおいて、画像信号Ｖｉの各色光（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の成分を、画像
信号Ｖｉ（Ｒ）、Ｖｉ（Ｇ）、Ｖｉ（Ｂ）として示している。また、画像信号Ｖｉ（Ｒ）
、Ｖｉ（Ｇ）、Ｖｉ（Ｂ）に沿えて示す信号Ｖｓｉ（Ｒ）、Ｖｓi（Ｇ）、Ｖｓｉ（Ｂ）
は、画像信号Ｖｉ（Ｒ）、Ｖｉ（Ｇ）、Ｖｉ（Ｂ）に対する垂直同期信号をそれぞれ示す
。なお、信号Ｖｓｉ（Ｒ）、Ｖｓi（Ｇ）、Ｖｓｉ（Ｂ）は、対応するＶｉ（Ｒ）、Ｖｉ
（Ｇ）、Ｖｉ（Ｂ）を遅延バッファー部５６４に書き込むタイミングを定める基準信号で
もある。信号Ｖｓｉ（Ｒ）、Ｖｓi（Ｇ）、Ｖｓｉ（Ｂ）を基準にして、遅延バッファー
部５６４に書き込むタイミングを示す信号（書込みタイミング信号）が制御部５２によっ
て生成され、生成された書込みタイミング信号が制御部５２から液晶駆動部５６Ｂに供給
される。
　この図８に示されるように、液晶駆動部５６Ｂに供給される画像信号Ｖｉの各色光（Ｒ
，Ｇ，Ｂ）の成分は、互いに同じタイミングになるように供給されている。
【００４７】
　図８の下段の画像信号Ｖｏにおいて、画像信号Ｖｏの各色光（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の成分を、
信号Ｖｏ（Ｒ）、Ｖｏ（Ｇ）、Ｖｏ（Ｂ）として示している。また、画像信号Ｖｏ（Ｒ）
、Ｖｏ（Ｇ）、Ｖｏ（Ｂ）に沿えて示す信号Ｖｓｏ（Ｒ）、Ｖｓｏ（Ｇ）、Ｖｓｏ（Ｂ）
は、画像信号Ｖｏ（Ｒ）、Ｖｏ（Ｇ）、Ｖｏ（Ｂ）に対する垂直同期信号をそれぞれ示す
。なお、信号Ｖｓｏ（Ｒ）、Ｖｓｏ（Ｇ）、Ｖｓｏ（Ｂ）は、対応する画像信号Ｖｏ（Ｒ
）、Ｖｏ（Ｇ）、Ｖｏ（Ｂ）を遅延バッファー部５６４から読み出すタイミングを定める
基準信号でもある。信号Ｖｓｏ（Ｒ）、Ｖｓｏ（Ｇ）、Ｖｓｏ（Ｂ）を基準にして、遅延
バッファー部５６４から読み出すタイミングを示す信号（読出しタイミング信号）が制御
部５２によって生成され、生成された読出しタイミング信号が制御部５２から液晶駆動部
５６Ｂに供給される。この図８に示されるように、第１フィールドと第２フィールドとに
おいて、走査線１１２－１から走査線１１２－１０８０までがそれぞれ走査される。
【００４８】
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　この図８に示される場合では、緑の成分を示すＶｏ（Ｇ）のタイミングは、赤の成分を
示すＶｏ（Ｒ）のタイミングに対して遅延時間Ｔ１の遅延が設けられている。また、青の
成分を示すＶｏ（Ｂ）のタイミングは、緑の成分を示すＶｏ（Ｇ）のタイミングに対して
遅延時間Ｔ２の遅延が設けられている。
　この図８に示される場合の他、遅延させる大きさは互いに独立に設定することができる
。それゆえ、遅延量の大きさの順序も上記に制限されるものではない。このように、液晶
パネル４４２に表示させる画像信号Ｖｏの各色光（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の成分は、互いに独立に
設定されたタイミングに調整されて液晶パネル４４２に表示する画像の画像信号とする。
　以上のように、遅延バッファー部５６４は、各色光に対応させて独立して設けているた
め、各色光に対応する液晶パネル４４２ごとに適切な遅延量を設定することができる。な
お、遅延量の設定は、走査線１１２に応じた時間幅を単位として設定され、遅延幅に応じ
た走査線１１２の数に応じて定めてもよい。
　ここで、液晶駆動部５６Ｂにおける遅延バッファー部５６４から読み出すタイミングに
ついて説明を補足する。供給される画像信号Ｖｉのタイミングは、等間隔の水平走査期間
に依存する。一方、画像信号Ｖｏを読み出すタイミングは、液晶パネル４４２に供給する
タイミングに依存する。デューティー駆動を行う場合、液晶パネル４４２を駆動する正極
性駆動時間の長さと負極性駆動時間の長さとが異なるため、画像信号Ｖｏを読み出すタイ
ミングを定める読出し周期は、正極性駆動時間における読出し周期と負極性駆動時間にお
ける読出し周期とで異なるものになる。例えば、正極性駆動時間が負極性駆動時間より短
い場合には、正極性駆動時間において画像信号Ｖｏを読み出すタイミングを定める読出し
周期は、負極性駆動時間において画像信号Ｖｏを読み出すタイミングを定める読出し周期
より短くなる。その逆に、正極性駆動時間が負極性駆動時間より長い場合には、正極性駆
動時間において画像信号Ｖｏを読み出すタイミングを定める読出し周期は、負極性駆動時
間において画像信号Ｖｏを読み出すタイミングを定める読出し周期より長くなる。このよ
うに、本実施形態における遅延バッファー部５６４は、書き込まれた情報を単に遅延させ
て出力する機能だけを有するものではなく、設定された遅延量に応じて、遅延バッファー
部５６４から読み出すタイミングが調整されている。要するに、遅延バッファー部５６４
は、液晶パネル４４２に供給するタイミングに情報を出力させるアライメントバッファー
として機能させている。
　駆動信号Ｖｄにおける正極性駆動と負極性駆動とが、上記の画像信号Ｖｏにおける各フ
ィールドに応じて切り替えられる。
【００４９】
　以上の実施形態に示したように、液晶表示装置１Ｂは、上記のように遅延バッファー部
５６４に保持させる情報を圧縮させていることから、遅延バッファー部５６４の容量に対
して多くの情報を保持することができる。また、これにより、液晶パネル４４２を駆動す
る駆動信号のデューティー比を調整する範囲を広くすることができる。このように、本実
施形態によれば、駆動信号のデューティー比を調整する範囲が広くなり、必要な遅延量を
確保することができる。例えば、本実施形態によれば次のような問題を解決できる。遅延
バッファーに保持する情報を圧縮せずに保持させる方法においては、液晶パネル４４２の
個体差を起因とする特性のばらつきが大きくなると、所定のデューティー比の調整幅の調
整範囲を設けていても、調整範囲に収まらず調整できない場合があった。このような場合
においても、本実施形態によれば、必要な遅延量を確保することができる。よって、本実
施形態によれば、デューティー駆動を低コストで実施することが可能になる。
【００５０】
　［第３実施形態］
　遅延バッファー部５６４の記憶容量をさらに効率よく利用するための一態様について説
明する。以下に示す一態様は、第１実施形態の圧縮部５６２Ｂと解凍部５６６Ｂとに、そ
れぞれの処理を行うか否かを選択する選択機能を設けた点が第１実施形態の態様に対して
異なる。
【００５１】
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　〔圧縮部５６２Ｂと解凍部５６６Ｂの構成〕
　図９は、本実施形態における圧縮部５６２Ｂの構成を示すブロック図である。
　圧縮部５６２Ｂは、圧縮処理部５６２Ｃと選択処理部５６２Ｓとを備える。圧縮処理部
５６２Ｃは、制御部５２の制御の下に、圧縮部５６２Ｂに供給される画像信号Ｖｉに対し
て圧縮部５６２Ｂとしての所定の圧縮処理を行う。選択処理部５６２Ｓは、圧縮処理部５
６２Ｃが圧縮したディジタル画像情報を出力するか、画像信号Ｖｉを圧縮せずにそのまま
出力するかを択一的に選択して出力する。このように、圧縮部５６２Ｂは、制御部５２に
よる制御により、出力する情報を選択可能に構成する。なお、圧縮処理部５６２Ｃに画像
信号Ｖｉを圧縮させずに、選択処理部５６２Ｓが、そのまま画像信号Ｖｉを出力する場合
、圧縮処理部５６２Ｃの圧縮処理を停止することが望ましい。
【００５２】
　図１０は、本実施形態における解凍部５６６Ｂの構成を示すブロック図である。
　解凍部５６６Ｂは、解凍処理部５６６Ｄと選択処理部５６６Ｓとを備える。解凍処理部
５６６Ｄは、制御部５２の制御の下に、解凍部５６６Ｂに圧縮されたディジタル画像情報
が供給され、供給されるディジタル画像情報に対して解凍部５６６Ｂとしての所定の解凍
処理を行う。選択処理部５６２Ｓは、解凍処理部５６６Ｄが解凍したディジタル画像情報
を出力するか、ディジタル画像情報を解凍せずに出力するかを択一的に選択して出力する
。このように、解凍部５６６Ｂは、制御部５２による制御により、出力する情報を選択可
能に構成する。なお、解凍処理部５６６Ｄに解凍させずに、選択処理部５６６Ｓが、解凍
処理をしないディジタル画像情報をそのまま出力する場合、解凍処理部５６６Ｄの解凍処
理を停止することが望ましい。
【００５３】
　なお、解凍部５６６Ｂによる解凍時の条件は、前述の圧縮部５６２Ｂによる圧縮時の条
件に応じて定められる。例えば、圧縮時の条件（圧縮率、圧縮方式（解凍方式）など）を
一致させて、解凍後のディジタル画像情報が圧縮前の画像信号Ｖｉを再生可能とする。圧
縮方式（解凍方式）は、可逆圧縮（可逆符号化）方式を選択することにより、画像の劣化
を生じることなく再生することが可能になる。可逆圧縮（可逆符号化）方式は、圧縮処理
、解凍処理に要する演算処理の負荷を軽減することが非可逆圧縮（可逆符号化）方式に比
べて容易である。そのため、可逆圧縮（可逆符号化）方式は、情報量が多く、所定の時間
に行う処理負荷が高くなる高精細な画像に対する処理に適している。
　圧縮部５６２Ｂが画像信号Ｖｉを圧縮するか否かの選択が可能か否かに応じて、圧縮さ
れたディジタル画像情報を解凍部５６６が解凍するか否かを選択可能とする。
【００５４】
　また、制御部５２は、上記のように画像信号Ｖｉを圧縮するか否かを圧縮部５６２Ｂが
選択可能とする場合、画像信号Ｖｉを圧縮部５６２Ｂが圧縮するか否かを制御するように
してもよい。また、制御部５２は、上記のように圧縮されたディジタル画像情報を解凍部
５６６Ｂが解凍するか否かを選択可能とする場合、ディジタル画像情報を解凍部５６６Ｂ
が解凍するか否かを制御するようにしてもよい。
【００５５】
　さらに、制御部５２は、非圧縮方式と圧縮方式との間の切り替えや、圧縮方式（符号化
方式）の変更などにより、圧縮率を変更するように制御してもよい。圧縮率を変更する条
件として、下記の条件を選択することができる。例えば、制御部５２は、駆動信号の直流
成分が少なくなるように圧縮率を調整（選択）してもよい。或いは、制御部５２は、遅延
バッファー部５６４に書き込む情報量と遅延バッファー部５６４の容量とに応じて圧縮率
を調整（選択）してもよい。また、制御部５２は、圧縮部５６２Ｂが画像信号Ｖｉを圧縮
することによって出力する画像の品質の低下が少なくなるように、圧縮部５６２Ｂによる
ディジタル画像圧縮を制御してもよい。
【００５６】
　また、制御部５２は、遅延バッファー部５６４における遅延量を制御するようにしても
よい。遅延バッファー部５６４における遅延量の調整方法の詳細については、後述とする
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。
　また、制御部５２は、圧縮部５６２Ｂと遅延バッファー部５６４とのうち少なくとも何
れかを制御するようにしてもよい。
【００５７】
　〔液晶駆動部５６の制御〕
　＜遅延バッファー部５６４の記憶容量の配分方法＞
　液晶表示装置１（１Ｂ）の制御部５２は、遅延バッファー部５６４に保持させるディジ
タル画像情報を圧縮するか否かを制御して、遅延バッファー部５６４における各色光に対
する記憶容量を配分する。以下、その配分方法について説明する。
【００５８】
　（配分方法（その１））
　例えば、図１１を参照して、遅延バッファー部５６４における各色への記憶容量の配分
の変更について説明する。この記憶容量の配分は、制御部５２からの制御に応じて行われ
る。図１１は、遅延バッファー部５６４における各色への記憶容量の配分方法を示す図で
ある。
　図１１（ａ）は、３つの色光（赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ））に遅延バッファー部５
６４の記憶容量を等分して割り付けた場合を示す。図示された面積が、各色光の記憶容量
として割り付けられた量を示す。例えば、製造過程に必要な調整が行われているので、製
造されてから間もない場合には、記憶容量の利用率が低く見込まれる。このことから、遅
延バッファー部５６４に保持する情報を非圧縮で保持させることとする。このように記憶
容量を各色光に対応させて等分しても、経年変化などの影響を受けたり、複数の液晶パネ
ル４４２の個体差があったりして、必要な記憶容量に偏りが生じる場合がある。偏りが生
じていても割り当てられた記憶容量の範囲であれば、その範囲内で調整が可能である。さ
らに偏りが大きくなり、配分していた記憶容量の範囲を超える場合には、下記の処置によ
り回避することができる。
【００５９】
　図１１（ｂ）は、上記のように液晶パネル４４２間の特性差が大きくなり、必要とされ
る記憶容量を必要量に応じて再配分した結果を示す。ここでは、赤（Ｒ）、青（Ｂ）、緑
（Ｇ）、の順に記憶容量をより多く必要とするようになり、必要量に応じた記憶容量を確
保できるように記憶容量を再配分した結果を示す。ここで図示するように配分することに
より、必要な記憶容量の偏りを打ち消すように、必要な記憶容量を確保することができる
。
【００６０】
　（配分方法（その２））
　ただし、上記のように再配分する対策を講じる場合でも、記憶容量の総量が不足する場
合には、再配分を行っても対応しきれなくなる場合が生じうる。
　記憶容量の総量が不足する場合には、遅延バッファー部５６４に保持する情報を非圧縮
のまま保持することをやめて、圧縮して保持させるようにする。これにより、記憶容量の
総量の不足を解決することができる。その際、全ての色成分に対して一括して圧縮するよ
うに切り替えることにより、利用可能な記憶容量を多く用意することができる。例えば、
保持する情報量を、非圧縮時の情報量を５０％に圧縮する圧縮率を選んだ場合、同じ記憶
容量で倍の遅延量の確保が可能になる。例示した５０％程度の圧縮率であれば、解像度の
視認性の低下に対しての影響は少ない。一方で、上記の補正が行えない場合にはフリッカ
ーなどが生じてしまうので、視認性の低下を招く恐れがある。そこで、必要に応じて圧縮
処理を施してディジタル画像情報を保持することにより、限られた記憶容量を有効に利用
することが可能になる。
　このように、当初は非圧縮で運用していて、液晶パネル４４２の特性の変化に応じて圧
縮に切り替えることで、視認性の低下を抑制することが可能となる。
【００６１】
　（配分方法（その３））
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　或いは、特定の色成分を選択して、選択した色成分だけを非圧縮から圧縮に切り替えて
もよい。図１１（ｂ）の状態からそれぞれの色成分に必要とされる遅延量が多くなり、そ
れにつれて必要とされる記憶容量が増加した場合を例にして説明する。
　図１１（ｃ）は、記憶容量を再配分するにあたり、青の成分だけを非圧縮から圧縮に切
り替えた場合を示している。この場合、新たに利用可能となる記憶容量は上記の全ての色
成分を一括して圧縮する場合より少なくなるが、特定の色成分（例えば、青の成分）の圧
縮率だけを変更するだけでも、記憶容量の総量を増やすことなく全体の補償量（遅延量）
を増やすことができる。また、非圧縮の条件で記憶容量を配分しても必要とされる遅延量
を確保できない場合であっても、一部の色成分について圧縮することを条件にして記憶容
量の配分を再設定してもよい。
　なお、再配分に先立って、全ての液晶パネル４４２に共通に圧縮処理を行うか否かを選
択してもよい。その判定により、全ての液晶パネル４４２に共通に圧縮処理を行わないと
判定された場合には、全ての液晶パネル４４２のうち選択したものだけを圧縮処理を行う
対象として、選択されなかった残りのものは非圧縮処理を行う対象としてもよい。
【００６２】
　（配分方法（その４））
　以下、遅延バッファー部５６４の記憶容量を液晶パネル４４２の特性に応じて配分する
場合について説明する。組にして用いられる複数の液晶パネル４４２の個体差により、将
来必要とされるそれぞれの遅延量が異なる。将来必要とされる遅延量を、製造時の段階（
初期段階）に生じている個体差を調整時に測定した特性データから推定してもよい。例え
ば、調整時の特性データに基づいて、経年変化や、設置された環境の影響を受けて発生し
うる遅延量を推定してもよい。このような場合に、個々の液晶パネル４４２において将来
必要となると見込まれる遅延量の、組にして用いられる複数の液晶パネル４４２間の比に
応じて、記憶容量を配分することが可能になる。例えば、将来必要になると見込まれる遅
延量を推定する調整時の特性データには、温度条件を変更した場合のＡＰＬ（平均輝度レ
ベル）の変化量としてもよい。
【００６３】
　（配分方法（その５））
　また、駆動信号の直流成分が少なくなるように記憶容量を配分してもよい。上記の場合
、組にして用いられる複数の液晶パネル４４２のそれぞれの駆動信号の直流成分が少なく
なるような補償量に応じた遅延量を算出し、複数の液晶パネル４４２にそれぞれ必要とさ
れる遅延量を確保できるように記憶容量を配分することができる。
【００６４】
　（配分方法（その６））
　遅延バッファー部５６４の記憶容量について、各色に必要とされる容量が異なる場合が
ある。このような場合、例えば、記憶容量をより多く必要とする色に対して優先的に多く
配分するようにしてもよい。
【００６５】
　＜圧縮部５６２の圧縮率の設定方法＞
　次に、圧縮部５６２の圧縮率の設定方法について説明する。
　（圧縮率の設定方法（その１））
　圧縮処理を行う場合に、液晶パネル４４２間で圧縮率を変えるようにしてもよい。
　例えば、圧縮率を高めても視認性の低下が少ないと見込まれる色の圧縮率を比較的高く
設定するようにしてもよい。この場合、出力する画像の品質の低下が少なくなるようにす
る。圧縮による影響の視認性が低い色の選択は、表示する画像の色相の偏り、精細度、画
面内の位置などに応じと優先度に応じて実施してもよい。
　（圧縮率の設定方法（その２））
　組にして用いられる複数の液晶パネル４４２のうち、圧縮部５６２による画像信号Ｖｉ
の圧縮を行うと他の液晶パネル４４２より影響が大きく見込まれるものがある場合には、
他の液晶パネル４４２より影響が大きく見込まれるものを圧縮処理の対象から除外できる
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ような優先度を設定してもよい。
【００６６】
　なお、駆動信号の直流成分が少なくなるように記憶容量を配分するとともに、圧縮率を
設定してもよい。
【００６７】
　本実施形態の液晶表示装置１（１Ｂ）においては、遅延バッファー部５６４の記憶容量
の配分と、圧縮部５６２の圧縮率の設定を行えるようにした。これにより、限られた遅延
バッファー部５６４の記憶容量を有効に利用することができるようになる。
　このように、液晶表示装置１（１Ｂ）は、駆動信号のデューティー比を調整する範囲が
広くなり、必要な遅延量を確保することができる。よって、本実施形態によれば、デュー
ティー駆動を低コストで実施することが可能になる。
　なお、本実施形態の液晶表示装置１（１Ｂ）は、映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮのシステム
形態に依存することなく、制御部５２と映像処理部５４との仕様に応じた種々のシステム
に適用が可能である。例えば、映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮのシステムは、プログレッシブ
　システムであっても、インタレース／セグメントフレームシステムであってもよい。ま
た、本実施形態の液晶表示装置１（１Ｂ）は、映像信号Ｖｉｄｅｏ　ＩＮにおける解像度
（有効ライン当たりのサンプル数）、フレームあたりの有効ライン数、フレームレートな
どに依存することなく適用可能である。
【００６８】
　なお、上述した実施形態における制御装置５０の一部をコンピューターで実現するよう
にしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピューター読
み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータ
ーシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。なお、ここでいう「コ
ンピューターシステム」とは、制御装置５０に内蔵されたコンピューターシステムであっ
て、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コンピューター読み取
り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ等の可搬媒体、コンピューターシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置のこ
とをいう。さらに「コンピューター読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等の
ネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のよう
に、短時間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバーやクライアントとな
るコンピューターシステム内部の揮発性メモリーのように、一定時間プログラムを保持し
ているものも含んでも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するため
のものであっても良く、さらに前述した機能をコンピューターシステムにすでに記録され
ているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良い。
　また、上述した実施形態における制御装置５０の一部、または全部を、ＬＳＩ（Ｌａｒ
ｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ）等の集積回路として実現しても良い。制御
装置Ｃ１の各機能ブロックは個別にプロセッサー化してもよいし、一部、または全部を集
積してプロセッサー化しても良い。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、
または汎用プロセッサーで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いても良い。
【００６９】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【符号の説明】
【００７０】
１、１Ｂ・・・液晶表示装置、５０、５０Ｂ・・・制御装置（液晶駆動装置）、
４４２・・・液晶パネル、５２、５２Ｂ・・・制御部、５４、５４Ｂ・・・映像処理部、
５６、５６Ｂ・・・液晶駆動部、５６２・・・圧縮部、５６４・・・遅延バッファー部、
５６６・・・解凍部、５６８・・・変換部
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